
○生きづらさを抱えた多様な人材（障害者、ひきこもりの状態にある者、
触法者等）を受け入れ、３年間で一般就労に８名が移行し現在も定着。
うち１名は新規就農として令和４年度から経営を開始。

○ふるさと納税の返礼品や企業からの発注が多くなるにつれ、より良い
品質の良いものを提供しようと栽培管理、職員、利用者のモチベー
ション向上につながっていることもあり、開始した当初（令和２年）
は、平均工賃月額が21,985円であったが、現在では31,286円となり、
当初より142％増加している。
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⚫ 所在地：高知県安芸市
⚫ 高知県吾川郡いの町
⚫ 団体名：一般社団法人こうち絆ファーム

多機能型事業所「TEAMあき」就労継続支
援B型事業所「TEAMいの」

⚫ 選定表彰：

・令和４年度ディスカバー農山漁村の宝

中国四国地区 奨励賞

・第13回地域再生大賞 優秀賞

         ・第38回高知県地場産業大賞

高知県地場産業賞

⚫ 主力商品：ナス、オクラ、白芽芋、冬野菜

⚫ 取得認証等：認定農業者

基本情報 取組の概要

取組の成果体制図

所在地▶高知県安芸市本町3丁目10-35

連絡先▶TEL: 0887-37-9071 E-mail: aki@kochi-kizuna.com

ウェブサイト▶ https://kochi-kizuna-farm.com/

視察受入れ：可 報道機関受入れ：可一般社団法人こうち絆ファーム

行政及び関係団体と連携し、最低賃金で働けない全ての人や、生き辛さを抱えた方々（触法者含む）への

支援を通じ、地域の課題解決に貢献。農業や伝統文化の維持（土佐和紙）、新規就農者の育成に取り組む。

○こうち絆ファームは、安芸市農福連携研究会の発展形として、生きづらさを感じる人た
ちに通年で仕事を作るために令和元年に設立された福祉事業所として自らナスやオクラ
の栽培・収穫を実施。

○事業所では、こうち絆ファーム以外に近隣の25の農家から収穫したナスやオクラの袋、
箱詰めも行っており、作業者に合わせた就労体系で１箱200円の出来高制で請け負い。

○20代～60代までの生きづらさを抱えた方々等の63名が２か所の就労継続支援B型事業
所で作業。

○農閑期（７月～９月）にはハウスをユニバーサル農園として市民や関係機関に開放し、
ナス狩り収穫体験を実施。特別支援学校や放課後等デイサービスの子供たちに対する食
育としても貢献。

        

      

    

  

    

      

                    

   

       

          
           

     
    

      

      

    

     

ユニバーサル農園での収穫体験 ハウス内での作業をする利用者 ナスの袋詰め作業をする利用者

高知県
安芸市

フレッシュ賞



【取組のプロセス】

令和元年

令和３年

令和５年

きっかけ
農業経営規模の拡大に伴い、障害のある親子を雇用
したことから農福連携の取組が開始

官民との農福商工連携がスタート

○安芸市商工観光水産課が策定した安芸市中心商店街振興計画に参加し、現状の課題や地
域資源の洗い出し等についてワーキンググループで検討。

○安芸本町商店街で「軽トラマルシェ」を開催。大鍋でふるまう「ナス煮」会を開催し地
域活性化に貢献。

○厚生労働省 生活困窮者モデル事業開始（地域連携モデル）。

県からの委託事業がスタート

更なる連携がスタート

○ 清水寺住職より仏教界からの協力の申し出があり、自殺予防の取組の拡大として「仏福
連携」をスタート。

多様な連携をスタート

各地での就労継続B型事業所の開設
○ 県域での水福連携の推進（令和６年度開始）。

○ 室戸市との連携によるTEAMむろと設立委員会設置。

○ 香美市・香南市・南国市との連携による農福連携コンソーシアム設立。

高松矯正管区内の

矯正施設との意見
交換会スタート

高知県伊野町の依

頼により農福連携
を伊野町でスター

ト

農福連携を通じて

共生を目指し地域
づくりに繋げる

一般社団法人こうち絆ファームを設立

軽トラマルシェ ナス詰め放題

ナスの袋詰め作業

清水寺との「仏福連携」

ナスの収穫体験

平成26年

令和２年

○多機能型事業所TEAMあきを開所し、特別支援学校との連携、法務省と連携した触法者
の受け入れ、高齢者通所サービス事業所との連携を開始。

○伊野町との連携による就労継続支援B型事業所TEAMいの開所

令和４年

自社農園（施設園

芸ナス15ａ）での
生産スタート

自社農園（施設園

芸ナス50ａ）へ
規模拡大 冬野菜の種まき・苗おこし作業

○ 農業者と就労継続支援事業所の農作業受委託のマッチングの支援活動。

○高知県は全国でも自殺率が高く、その対策が喫緊の課題であったことから、平成25年
に高知県安芸福祉保健所が「ここから東部ネットワーク会議（自殺予防）」を立ち上げ、
87の機関が連携、受け入れ先の農家として関わる。

○自殺以外の課題にも対応できる体制を整えるため、平成30年に安芸市農福連携研究会
が発足され、生きづらさを感じる人の雇用先を増やしたいとの思いから、令和元年に一
般社団法人こうち絆ファームを設立。

今後 
展望

大阪府からIター

ンで農家を目指し
高知県へ
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